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わたしは、１年生の時、強い言い方でなにかいやな事を言われると、うまく言い

かえすことができなくてなきだしそうになることがありました。そして、学校に行

きたくないなあと思うときがたくさんありました。  

ある朝、いつものように家の前の通学団で集まっている時、近所のお姉ちゃんが

通りかかかりました。すると学校に行くと、また、いやなことをいわれるんじゃな

いかと思って、心配そうな顔をしたわたしを見て、明るいえがおで、声をかけてく

れました。  

「Ａちゃんおはよう。わたしも、いやな事いろいろあるけど、がんばって学校い

くから、Ａちゃんもがんばってね。おうえんしてるよ」と言ってくれたのです。  

わたしは、お姉ちゃんも、いやなことがあっても、がんばって学校いっているん

だなと思ったら、ちょっとうれしくて、心が温かくなって勇気がわいてきました。  

しばらくして、学校に着くと、また、強い言い方をする子に、なにかいやな事を

言われた。わたしは、最初だまっていましたが、朝お姉ちゃんに言われことを思い

だして、勇気をふりしぼって、自分が思ったことを、相手に言いかえしてみました。  

そうすると、たちまち心のかべがバアーと開いた感じで、すっきりしました。そ

れから、強い言い方をする子は、わたしになにも言わなくなりました。  

わたしは、そのことがあってから、心が楽になって、学校に行くのが、毎日楽し

くなりました。  

わたしは、近所のお姉ちゃんに声をかけてもらったことで、思ったことが２つあ

ります。 

１つ目は、いやなことを言われて、だまっていて、相手に自分の気もちを、伝え

ないことは、何ひとつ、いいことが、ないということです。反対に、いいたいこと

を、はっきり相手に伝えられることは、すごくステキなことです。気もちも、楽に

なる。これからは、自分の気もちを相手に、はっきり伝えることが大切だと思いま

した。 

２つ目は、わたしが、近所のお姉ちゃんに、声をかけてもらったことで、自分が

かわることができたので、今度はこまっている人や、なやんでいる人がいたら、や

さしく声をかけてみようと思いました。 

わたしにとって、近所のお姉ちゃんは、あこがれのそんざいです。近所のお姉ち

ゃんみたいに、わたしも相手の気もちを考えて、やさしくできる人に、なりたいと

思います。 


